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Wataru Koterayama

M E S S A G E

　私はここ数年、九州大学の様々なプロジェクトに参加し、アジア
諸国を訪問することが多く、その際各国の環境・エネルギー事情を
つぶさに見てきました。アジア諸国の急速な経済発展に伴って、
交通機関・工場・発電所などによる環境汚染は凄まじいものであ
り、その速度と規模は世界歴史上かつて人類が経験したことがな
いほどの急激なものであります。また環境悪化の結果は発展途上
にあるアジア諸国は勿論のこと、先進国に数えられる日本・韓国ひ
いては世界中の国々が被害を受けるものであります。
　一方、アメリカのサブプライムローンの破綻をきっかけとした世界
的経済不況はアジア諸国の経済発展によって、辛くも危機を脱し
つつあります。まさに世界的規模でアジア諸国による経済的恩恵
と環境問題は表裏一体であると認識されつつあります。
　一方わが国は一足早く経済発展を遂げたが、その過程におい
て環境問題の克服は最重要課題とされてきたし、ある程度の成功
を収めたと言えます。その環境技術は世界のトップレベルにあると
言えます。ただしその過程において、水俣・四日市に見られるような
多大な被害を国民に与えてきたことも事実です。もし、アジア諸国
の現状を放置するならば、その被害の規模も、またグローバルなも
のになることは必然であります。特に我が国は大気については偏
西風、海洋では黒潮と対馬暖流などの作用によって直接の影響
を受けています。特に九州はすでに光化学スモッグの発生や越前
クラゲの大発生による漁業被害などを受けています。

　国際的な環境問題は経済発展の負の側面であるだけに政治
問題化しやすく、国家間の協力関係は単刀直入には行き難いの
です。現在の温暖化ガス排出規制における先進国と発展途上国
の対立はその典型的な例であります。古くはヨーロッパにおいてド
イツ・英国の北欧諸国への越境大気汚染の解決には科学的な知
見の集積がキーポイントであったように、世界中の研究者の協力
が不可欠であると考えられます。
　九州大学はアジアにもっとも近い研究重点大学であり、環境・
エネルギー研究においても優れた研究者を多数擁しています。平
成２０年度には「東アジア環境研究機構」設立し、東アジアの環
境問題に先進的に取り組んでいますし、環境・エネルギーを主題と
する４大学連携（福岡工業大学、九州大学、西南大学、福岡女子
大学）福岡コンソーシアムの重要メンバーでもあります。またその立
地する北部九州は古くから石炭産業・重工業の中心であったし、そ
れに伴う環境問題の克服にもっとも先進的な役割を果たしてきま
した。
　九州大学グローバルCOEプログラム「新炭素資源学」の設
立は以上の流れの中で必然であったし、まさに歴史的使命を帯
びていると言っても過言ではないでしょう。世界の環境・エネル
ギー分野の教育研究の拠点として、優れた研究者を糾合し、ネッ
トワークの中心として機能することや有為な人材の育成が強く望
まれています。

四大学連携福岡コンソーシアム
東アジア環境研究機構特任教授

小寺山　亘

グローバルCOEプログラム
「新炭素資源学」の概要

Summary of G-COE Program ”NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES”

a)石炭等化石資源の環境適合型開発と高効率エネル
ギー転換技術（石炭のガス化と複合発電、熱電変換、蓄電
素子等）の基盤研究
b)石炭の資源転換により生成する、CO、水素、芳香族等
の化学変換による機能物質の創製と機能開発（ナノデバ
イス、環境保全材料等）の基盤研究

炭素資源利用学

炭素資源環境学 石炭エコイノベーション
を実現する人材の育成

高効率エネルギー転換

CO2の分離・貯蔵・化学変換
経済学計測・予測・対策

機能性物質の創製環境適合型開発

新炭素資源学

c)環境汚染防止（石炭利用によるアジア圏の大気環境
予測、汚染物質の検出と解明、環境保全対策としての環
境触媒の開発等）に関する基盤研究
d)温暖化防止（温室効果ガス（CO2）の分離、貯留、化学
変換、有効利用、省エネルギー材料の開発によるCO2低
減、環境経済）に関する基盤研究

地球温暖化環境汚染

石炭等化石資源

堅実なコア連携による教育・研究→国際的ネットワークによる拠点活動

社会還元の場としての産業界
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　韓国エネルギー研究院
　カーティン工科大学

国際的な研究者
研究拠点ネットワーク

国内炭素資源
研究者ネットワーク 関連企業との連携
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　（財）電力中央研究所
　九州電力

アジア連携 地域連携 産学連携

国際連携 国内連携 炭素資源

電力業界　鉄鋼業界
エンジニアリング　
自動車　化学

九工大　京大　北大
群馬大　産総研 等

インド国立環境工学研究所等
インド　マレーシア　
シンガポール　カナダ等

九州大学＝石炭研究の伝統・将来構想（新学術領域・アジア指向）・
　　　　　「エネルギーキャンパス実践プラン」
北部九州＝アジアの窓口、多数の最先端石炭利用商業機、実証研究設備が集中

九州大学
新炭素資源学G-COE拠点

＊G-COE協力締結済

本拠点では、国内外から広く学生および研究員を募集しています。

詳しくはホームページをご覧ください。博士後期課程学生および研究員募集
URL: http://ncrs.cm.kyushu-u.ac.jp

　九州大学グローバルCOEプログラム「新炭素資源学」は、九州大学と
福岡女子大学が連携して申請し、平成20年度に発足しました。本G-COE
は、炭素資源の有効利用と地球環境を守る科学技術を2大学8つの専攻
で追求し、グローバルな視点で若手研究人材を育成するプログラムです。
石油、石炭等の炭素資源は、エネルギー源だけでなく、化学原料として人類
の生活になくてはならないものです。2008年夏の原油価格の急騰は、リー
マンショックを契機にした世界的な経済危機の前に大幅な価格下落という
事態で最高価格の3分の1に低下しましたが、その後じりじりと上昇していま
す。これは、発展途上国の急激な経済発展に伴う資源の争奪戦、ひいて
は、枯渇が基本的問題として継続的に存在していることを意味します。石油
が幅広い物質文明に広く関与しているのに対し、石炭は地球上に広く存
在し埋蔵量も多いことからエネルギー資源として火力発電に用いられていま
す。低質な石炭の不用意な利用は、大気環境汚染源の窒素酸化物、硫黄
酸化物などによる越境汚染を生み、また、地球温暖化の原因とされる大量
のCO2を発生する、等の問題が身近なものとなり、その解決が求められてい
ます。エネルギーをいかにバランスよく、効率的に、環境負荷なく作り出し、快
適な人間生活を維持するのか？さまざまな解が世界中で模索されている中
で、本G-COEは、次世代の環境負荷なき社会を作るために、その極限まで
の炭素資源有効利用科学技術の開発と、低消費エネルギー社会を実現
する炭素資源由来の材料開発を推進し、先端研究を通じて未来戦略の立
案と現実的な問題を解決する若手人材を育成することにより、その解決を
図ろうとしています。

　本拠点はアジアに開かれた九州大学と北部九州の特性を活かして運
営しています。中国、韓国、インドネシア、インド、オーストラリア等の大学、
研究機関との双方向型研究・教育交流、福岡女子大学との国際連携・

教育を実施しています。また、公開講座を通じた地域の皆さんとの情報共
有、地域としても全国的、国際的にも産学連携研究を推進しています。

　本拠点では「新炭素資源利
用学」で、石炭等炭素資源の
賢い利用法、すなわち、極限ま
で効率をあげたエネルギー利用
と炭素資源から得られる材料、
デバイス、とシステムを組み合わ
せた省エネルギーを追求する一
方、炭素資源環境学で、環境
変動を理解し、経済、理工学双
方の立場からその解決を図って
います。これらの融合による新し
い学問分野、「新炭素資源学」
の確立が本拠点の使命です。

2つの学問分野の開拓と融合

地域、アジアとの連携

拠点リーダー　永島　英夫
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する炭素資源由来の材料開発を推進し、先端研究を通じて未来戦略の立
案と現実的な問題を解決する若手人材を育成することにより、その解決を
図ろうとしています。

　本拠点はアジアに開かれた九州大学と北部九州の特性を活かして運
営しています。中国、韓国、インドネシア、インド、オーストラリア等の大学、
研究機関との双方向型研究・教育交流、福岡女子大学との国際連携・

教育を実施しています。また、公開講座を通じた地域の皆さんとの情報共
有、地域としても全国的、国際的にも産学連携研究を推進しています。

　本拠点では「新炭素資源利
用学」で、石炭等炭素資源の
賢い利用法、すなわち、極限ま
で効率をあげたエネルギー利用
と炭素資源から得られる材料、
デバイス、とシステムを組み合わ
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2つの学問分野の開拓と融合

地域、アジアとの連携

拠点リーダー　永島　英夫
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　グローバルCOE新炭素資源学は、とくに

発展途上国の急速な経済発展に伴い、貴

重なエネルギー資源であり化学原料である

石炭、石油等の炭素資源が世界的な争奪

戦となり、枯渇へと向かっていること、炭素

資源の不用意な利用が国境を越えた環境

汚染を生んでいること、炭素資源の燃焼が

温室効果ガスであるCO2の発生源であり、

地球温暖化の原因とされていること、等を

背景に、炭素資源のもつ問題点を理解し、

地球規模での問題への解決を図る新しい

学問体系を構築することを目的としていま

す。本COEの採択時のコメントに、この問

題について大きな観点、すなわち、地球自身

がもつ自浄能力、炭素循環システムを超え

た炭素資源が消費され問題を起こしている

現状を考え、持続可能な地球にするために

どのような提言をするのか、が問いかけられ

ました。これはわれわれのCOEメンバーが若

い研究者、学生とともに考え、社会に向けて

答えを出していく問題、いわば宿題となって

います。

　COEの初年度は、COEの教育システム

と国際的な連携スキームの構築等、本

COE事業の基盤構築を実施しました。2年

目に入った2009年春に、構築した基盤をも

とにCOEからの提言へ向けた準備を「新炭

素資源学フォーラム」の発足という形で開

始しました。新炭素資源学フォーラムは、

COEの事業担当教員と適材適所での事

業協力教員、助教や博士研究員の若手研

究者、COEメンバーである博士後期課程学

生が、炭素資源にまつわる世界規模の問

題をテーマとしてとりあげ、外部講師を招聘

して話題提供をお願いし、質疑応答を通じ

て問題点の整理と共有、解決へ向けての

方向性を議論する場です。具体的には、

フォーラムは3つのサブフォーラムからなり、

それぞれに担当教員、若手研究者、博士課

程学生が所属します。それぞれのサブフォー

ラム毎に年３～４回程度、原則として土曜日

の午後13時から17時の間、一定のテーマ

を設けて議論の場を作ります。サブフォーラ

ム相互に関連があるテーマについては、ジョ

イントフォーラムの形で実施します。

　サブフォーラムのメインテーマは以下の表

に示すように、炭素資源の効率的エネル

ギー利用、省エネルギー、アジア環境の3つ

のキーワードに集約されます。炭素資源の

利用について、われわれのCOEは石炭のエ

ネルギー利用を象徴的な存在としてとらえて

います。石炭は埋蔵量が豊かで、世界中に

偏在することなく存在することから、多くの国

で主要なエネルギー資源となっています。し

かしながら、経済発展により良質な石炭は

世界的に争奪戦となっており、また、発展途

上国の火力発電所の多くは低品位炭を利

用し、エネルギー転換効率、環境対策も低

レベルであるために、CO2の大量発生や環

境汚染を生み出しています。原子力、再生

可能エネルギーの割合を増大したとしても、

石炭等の炭素資源をエネルギー源として利

用しなければ世界の経済は成立しません。

このことから、未来のエネルギーデバイスの

構築戦略としては、CO2問題の解決法を探

りつつ、現実的エネルギー源である炭素資

源を軸としたエネルギーベストミックスを地球

全体の視野からとらえ、考えていく必要があ

ります。フォーラムⅠでは、この問題をとりあげ

ます。

　一方、日本はエネルギー資源を持っておら

ず、石油ショック以来先端技術を駆使して

徹底した省エネルギーを図ってきました。廃

熱の徹底的な利用に代表される産業界で

の省エネルギーだけでなく、家庭においても

エアコン、家電、自動車等で多くの省エネル

ギー技術が普及しています。世界的なエネ

ルギー危機の中で、日本が最も力を発揮で

きるのは、わが国の高い省エネルギー社会

の世界展開と更なる省エネルギー技術の

開発ですが、この30年間の努力で高いレ

ベルに達している技術をさらに向上させるに

は、基礎研究に立脚した革新的な材料、デ

バイス、システムを基本的な概念から創造す

る必要があります。フォーラムⅡではこの問

題をとりあげ、材料、デバイス、システム面か

らの省エネルギー技術の現状を理解し、将

来を展望します。

　もうひとつのフォーラム、フォーラムⅢはア

ジア環境をとりあげます。新炭素資源学

COEは、炭素資源の効率的利用や省エネ

ルギー技術の実践の場は、成長著しいアジ

アであると考えています。また、九州大学は

「アジア指向」を大学のアクションプランとし

てとりあげています。日本の過去の歴史がそ

うであったように、急速な成長期にあるアジ

アは経済発展とともに環境破壊、環境汚

染、温室効果ガスの大量発生が深刻となっ

ており、これらの影響は一国にとどまらず越

境して他の国へと波及しています。アジアに

おいては、日本の轍をふまず、環境を守りな

がら成長を図っていくことが望ましいと考えら

れますが、そのためには日本がアジアの環

境を理解し、共生へ向けての考え方を示し

ていく必要があります。フォーラムⅢでは、ア

ジアの環境を多面的に学び、その特徴の理

解と将来へ向けての課題解決法を考えて

いきます。

　この3つのフォーラムは、2009年の春に

立案、本事業の運営の会議である拡大運

営委員会で議論した後、第1回をフォーラム

ⅠとⅡの合同ミーティングとして開催し、以後、

今年度中に合計７回を実施中です。フォー

ラムには教員、博士研究員、博士課程学生

が参加していますが、博士課程学生につい

てはカリキュラムの一環として実施していま

す。現在の学生の登録数は、フォーラムⅠ、

Ⅱ、Ⅲ、それぞれ、26、24、20名であり、フォー

ラムに所属する教員が副指導教員を勤め

て、新炭素資源学研究Ⅱを修めます。多数

の留学生が参加してのミーティングであるた

め、招聘講師による話題提供や議論は英

語でおこなわれ、毎回活発な議論が展開さ

れています。

　また、フォーラムに連動して、海外短期実

習、国内での企業見学も企画され、参加者

のうち、希望者は所定の要件を満たすこと

によりそれぞれ新炭素資源学演習Ⅰ、Ⅱとし

て単位認定されます。今年度のフォーラム

関連海外短期実習は、フォーラムⅡが中心

となり1月末にシンガポールで三井化学、南

洋工科大学、シンガポール国立大学で見学

と学生交流を実施します。国内企業見学も

2月に2回企画されています。

　フォーラムはビデオ撮影され、E-Learning

教材として編集され、参加できなかった学生

たちも後から学ぶことができるように工夫さ

れています。フォーラムの議論のまとめは、

年度末に若手教員を中心に実施され、レ

ポートとしてまとめられる予定で、今後、本

ニューズレターに概要版を報告する予定で

す。COE事業が実施される5年のうち、4年

間のフォーラムの集大成は、前述の地球の

炭素循環と持続社会構築へ向けての本

COE独自の提案となると予想しています。

皆様のご協力をお願いします。
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新炭素資源学フォーラムの
発足について

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「新炭素資源学」
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▲図１　炭素循環を考えた地球の未来像（ヒアリング時に提出した図）

▲表１　平成21年度フォーラム実施内容

石炭ガス化発電とCCS1

2

3

4

5

6

7

システムベースの省エネルギー

材料ベースの省エネルギー

風力発電と太陽光発電

海外短期実習 シンガポール

炭素資源と化学プラント：中国地方化学メーカー（東ソー、宇部興産）
ガス化発電とCCS：関東地区（電力中研、新日鉄君津）国内企業見学

アジアメガシティの生活環境

泥炭火災とCO2抑制

低炭素社会におけるアジアの
エネルギー消費の課題と取り組み

泥炭火災とCO2抑制

フォーラムⅡ
（省エネルギー科学技術）

フォーラムⅢ
（アジア環境）

フォーラムⅠ
（炭素資源エネルギー利用）

現在
現在使用されている炭素資源量＝CO2排出量 ＞ 地球で循環できる量

地球環境保全

近未来

未来

2000

2030

2100

未来に必要な炭素資源量＝地球で循環できる量

省エネルギー
技術開発

新エネルギー
技術開発

近未来の
現実解

将来の
現実解

現在使用されている炭素資源量＝CO2排出量 ＞ 地球で循環できる量

石炭利用効率の大幅向上 省エネルギー材料開発

地球環境保全

新炭素資源学COE

海洋 森林

石炭利用の拡大
エネルギー効率の向上
環境対策(CO2貯留等）

再生資源利用
(木質バイオマス等)

省エネルギー
材料開発

非在来型炭素資源利用

自然の炭素循環
(＋人工炭素循環サブシステム)
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　グローバルCOE新炭素資源学は、とくに

発展途上国の急速な経済発展に伴い、貴

重なエネルギー資源であり化学原料である

石炭、石油等の炭素資源が世界的な争奪

戦となり、枯渇へと向かっていること、炭素

資源の不用意な利用が国境を越えた環境

汚染を生んでいること、炭素資源の燃焼が

温室効果ガスであるCO2の発生源であり、

地球温暖化の原因とされていること、等を

背景に、炭素資源のもつ問題点を理解し、

地球規模での問題への解決を図る新しい

学問体系を構築することを目的としていま

す。本COEの採択時のコメントに、この問

題について大きな観点、すなわち、地球自身

がもつ自浄能力、炭素循環システムを超え

た炭素資源が消費され問題を起こしている

現状を考え、持続可能な地球にするために

どのような提言をするのか、が問いかけられ

ました。これはわれわれのCOEメンバーが若

い研究者、学生とともに考え、社会に向けて

答えを出していく問題、いわば宿題となって

います。
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目に入った2009年春に、構築した基盤をも

とにCOEからの提言へ向けた準備を「新炭

素資源学フォーラム」の発足という形で開

始しました。新炭素資源学フォーラムは、

COEの事業担当教員と適材適所での事
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究者、COEメンバーである博士後期課程学

生が、炭素資源にまつわる世界規模の問

題をテーマとしてとりあげ、外部講師を招聘

して話題提供をお願いし、質疑応答を通じ

て問題点の整理と共有、解決へ向けての

方向性を議論する場です。具体的には、

フォーラムは3つのサブフォーラムからなり、

それぞれに担当教員、若手研究者、博士課

程学生が所属します。それぞれのサブフォー

ラム毎に年３～４回程度、原則として土曜日

の午後13時から17時の間、一定のテーマ

を設けて議論の場を作ります。サブフォーラ

ム相互に関連があるテーマについては、ジョ

イントフォーラムの形で実施します。

　サブフォーラムのメインテーマは以下の表

に示すように、炭素資源の効率的エネル

ギー利用、省エネルギー、アジア環境の3つ

のキーワードに集約されます。炭素資源の

利用について、われわれのCOEは石炭のエ

ネルギー利用を象徴的な存在としてとらえて

います。石炭は埋蔵量が豊かで、世界中に

偏在することなく存在することから、多くの国

で主要なエネルギー資源となっています。し

かしながら、経済発展により良質な石炭は

世界的に争奪戦となっており、また、発展途

上国の火力発電所の多くは低品位炭を利

用し、エネルギー転換効率、環境対策も低

レベルであるために、CO2の大量発生や環

境汚染を生み出しています。原子力、再生

可能エネルギーの割合を増大したとしても、

石炭等の炭素資源をエネルギー源として利

用しなければ世界の経済は成立しません。

このことから、未来のエネルギーデバイスの

構築戦略としては、CO2問題の解決法を探

りつつ、現実的エネルギー源である炭素資

源を軸としたエネルギーベストミックスを地球

全体の視野からとらえ、考えていく必要があ

ります。フォーラムⅠでは、この問題をとりあげ

ます。

　一方、日本はエネルギー資源を持っておら

ず、石油ショック以来先端技術を駆使して

徹底した省エネルギーを図ってきました。廃

熱の徹底的な利用に代表される産業界で

の省エネルギーだけでなく、家庭においても

エアコン、家電、自動車等で多くの省エネル

ギー技術が普及しています。世界的なエネ

ルギー危機の中で、日本が最も力を発揮で

きるのは、わが国の高い省エネルギー社会

の世界展開と更なる省エネルギー技術の

開発ですが、この30年間の努力で高いレ

ベルに達している技術をさらに向上させるに

は、基礎研究に立脚した革新的な材料、デ

バイス、システムを基本的な概念から創造す

る必要があります。フォーラムⅡではこの問

題をとりあげ、材料、デバイス、システム面か

らの省エネルギー技術の現状を理解し、将

来を展望します。

　もうひとつのフォーラム、フォーラムⅢはア

ジア環境をとりあげます。新炭素資源学

COEは、炭素資源の効率的利用や省エネ

ルギー技術の実践の場は、成長著しいアジ

アであると考えています。また、九州大学は

「アジア指向」を大学のアクションプランとし

てとりあげています。日本の過去の歴史がそ

うであったように、急速な成長期にあるアジ

アは経済発展とともに環境破壊、環境汚

染、温室効果ガスの大量発生が深刻となっ

ており、これらの影響は一国にとどまらず越

境して他の国へと波及しています。アジアに

おいては、日本の轍をふまず、環境を守りな

がら成長を図っていくことが望ましいと考えら

れますが、そのためには日本がアジアの環

境を理解し、共生へ向けての考え方を示し

ていく必要があります。フォーラムⅢでは、ア

ジアの環境を多面的に学び、その特徴の理

解と将来へ向けての課題解決法を考えて

いきます。

　この3つのフォーラムは、2009年の春に

立案、本事業の運営の会議である拡大運

営委員会で議論した後、第1回をフォーラム

ⅠとⅡの合同ミーティングとして開催し、以後、

今年度中に合計７回を実施中です。フォー

ラムには教員、博士研究員、博士課程学生

が参加していますが、博士課程学生につい

てはカリキュラムの一環として実施していま

す。現在の学生の登録数は、フォーラムⅠ、

Ⅱ、Ⅲ、それぞれ、26、24、20名であり、フォー

ラムに所属する教員が副指導教員を勤め

て、新炭素資源学研究Ⅱを修めます。多数

の留学生が参加してのミーティングであるた

め、招聘講師による話題提供や議論は英

語でおこなわれ、毎回活発な議論が展開さ

れています。

　また、フォーラムに連動して、海外短期実

習、国内での企業見学も企画され、参加者

のうち、希望者は所定の要件を満たすこと

によりそれぞれ新炭素資源学演習Ⅰ、Ⅱとし

て単位認定されます。今年度のフォーラム

関連海外短期実習は、フォーラムⅡが中心

となり1月末にシンガポールで三井化学、南

洋工科大学、シンガポール国立大学で見学

と学生交流を実施します。国内企業見学も

2月に2回企画されています。

　フォーラムはビデオ撮影され、E-Learning

教材として編集され、参加できなかった学生

たちも後から学ぶことができるように工夫さ

れています。フォーラムの議論のまとめは、

年度末に若手教員を中心に実施され、レ

ポートとしてまとめられる予定で、今後、本

ニューズレターに概要版を報告する予定で

す。COE事業が実施される5年のうち、4年

間のフォーラムの集大成は、前述の地球の

炭素循環と持続社会構築へ向けての本

COE独自の提案となると予想しています。

皆様のご協力をお願いします。
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NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES NEWSLETTER37 38



　福岡市臨海部に位置する国公私立の４

大学（福岡工業大学［代表校］、九州大学、

福岡女子大学、西南学院大学）による大学

院修士レベルの「コンソーシアム・福岡」が、

平成２０年度の文部科学省「戦略的大学

院連携支援事業」に採択されました。

　この取り組みの目的は、アジアを展望し

つつ環境・エネルギー問題の解決や地域

経済の振興に主体的に取り組み指導的な

役割を果たすことのできる人材の育成と共

に、これらの課題について共同の研究を推

進し地域への還元を図る「知の拠点」を福

岡・博多に創造することです。この「知の拠

点」は、地元自治体、地元企業等の地域社

会への貢献、あるいは政府機関への発信

と交流、また、東アジア諸国との知的交流

等の「知的生産」活動を行うことを目指して

います。

　この目的のために、４つの連携事業とし

て、①教育連携、②研究連携、③地域貢

献、④資源共有（ガバナンス）を行うとして

います。この連携事業にあたっては、設置

形態の異なる４大学の個性を生かしながら

も、連携した教育・研究のシステムをつくり、

活動実績を評価しつつ成果を積み重ねて

いく必要があります。また、この活動の実施

体制は、意志決定システムとして、コンソー

シアム戦略会議－推進会議－プログラム

開発委員会・共同研究推進委員会、事務

局・実務組織としてコンソーシアムオフィス，

福岡と中央との情報交流のサテライトとし

て東京オフィスがあり、外部評価組織として

評価・助言を行うアドバイザリーボードを

持っています。

　まず、教育連携においては、コンソーシア

ム・プログラムによる高度環境人材の育成

に取組んでいます。コンソーシアム・プログ

ラムとは、それぞれの大学で開講されている

環境・エネルギーに関連した科目を体系化

したもので、4大学に所属する修士課程の

学生は自由に聴講し、単位認定を受けるこ

とができます。平成21年度に関しては、前

期12科目、後期14科目が開講されていま

す。なお、開講に際しては遠隔講義システ

ムの活用も図り、一部の科目については受

講者がキャンパス間の移動を伴わなくても

良いように配慮しています。

　また、21年度9月初旬には4大学の大学

院学生を対象とした「4大学合同ゼミナー

ル」を実施しました。これは、環境・エネル

ギー問題に対して自分の専門分野を超え

た幅広い視点を養うことと、学生同士の交

流促進を目的としたもので、環境・エネル

ギーに関連した講義や施設見学及びグ

ループディスカッションを2泊3日の合宿形

式で行いました。このゼミナールには4大学

から合計で24名の参加があり、終了後の

アンケートでは「他大学の人との交流によ

り視野が広がった」などとする感想が多く寄

せられました。

　また、10月より「産業界研究セミナー」と

題する大学院1年生を対象とした就職活動

支援セミナーを1ヶ月に1度の割合で開催し

ています。これは、一般的な会社説明会と

は異なり、各分野の最前線でご活躍の皆

様に仕事の魅力や求められる人材像などを

東京オフィスからの遠隔講義で語って頂く

ものです。現場での体験に基づく率直な内

容が、毎回好評を得ています。

　研究連携の面においては、4大学の研

究者による共同研究を支援し、より一層の

大学間の連携強化を目的として研究助成

事業を実施しました。これは、4大学に属す

る複数の研究者による共同研究を対象と

して単年度の研究助成を行うもので、各大

学学内での一般公募及び共同研究推進

委員会での審査を経て、6件の課題が採択

されました。本助成をスタートアップとして次

年度以降の継続的な研究の発展が期待さ

れます。

　また、地域貢献の面では一般向けに環

境・エネルギーに関する諸問題を分かりや

すく説明する5回シリーズの市民公開講座

を9月から実施しました。講師には4大学の

研究者のみならず、地元自治体や環境関

連のNPO関係者も加え、幅広い分野の情

報提供を行いました。各回とも200名弱の

参加者があり、盛況の内に終了致しまし

た。また、九州大学・G-COE「新炭素資源

学」などの他組織とも積極的な連携を図

り、セミナーもしくは公開講座の共催を行っ

ています。

　一方で、本コンソーシアムは東アジアと

の連携強化にも努めており、本年3月には

釜山大学校でのワークショップを開催しまし

た。ワークショップではコンソーシアム・福岡

を構成する4大学に加えて、釜山市内に拠

点を置く釜山大学校、東亞大学校、東義大

学校、韓國海洋大学校の4大学関係者の

参加があり、それぞれの大学の概要及び環

境・エネルギーに関連した研究の紹介等を

行いました。韓国側の各大学は連携につ

いて前向な姿勢を持っており、今後の研究

や教育面での連携強化が期待されます。

　これらの一連の事業は4大学の関係ス

タッフの協働で成し遂げられ、それぞれの大

学の得意分野・強みが相補的に効果を発

揮したものと考えています。

　今後ともコンソーシアム・福岡の活動に

ご期待下さい。

NEWS 02

活動紹介
国公私立大コンソーシアム・福岡
4大学の良い資源を有効活用し、福岡・博多の「知の拠点」として、
教育研究水準の一層の高度化をめざしていきます。

国公私立大コンソーシアム・福岡　取組責任者
福岡工業大学社会環境学部　教授

小川　滋 Shigeru Ogawa

▲遠隔講義の様子

▲釜山大学校ワークショップ
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G-COE「新炭素資源学」特別講演会
（NCRS G-COE Special Seminar）
日 時：2009年6月5日　　

新炭素資源学 シンポジウム・ワークショップ・講演会 2009

主催

G-COE 第一回生活環境系国際シンポジウム
室内環境と健康・快適性予測に関する最新動向

九州大学新炭素資源学G-COE講演会
『リチウムイオン電池、ユーザー企業の取り組み』
日 時：2009年10月30日　　

訪問教授講演会（G-COEセミナー）
日 時：2009年9月15日　　

九州大学G-COE「新炭素資源学」・JCOAL公開講座
～私たちの未来を支えるエネルギーと生活を考えよう～
日 時：2009年11月1日　　

SYMPOSIUM &
WORKSHOP 2009

The Third International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences:
Advanced Materials, Processes and Systems toward CO2Mitigation

日 時：2009年11月2・3日　　

場 所：九州大学筑紫キャンパス 総合理工学府 １番講義室

The 2nd Kyushu University - Koera University Joint Workshop 
on Functional Materials

共催

環境に優しい省エネルギー材料に関する国際シンポジウム
International Workshop on Development of Environmentally Friendly Functional Materials

場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE 3F 303講義室日 時：2009年6月27日

場 所：九州大学筑紫キャンパス 産学連携センター 3F 研修室

場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE 1F 筑紫ホール

場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE

場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE

The 4th International Symposium for Young Elements Chemists: 
2009 Workshop on Organometallic Chemistry

The Fourth International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences:
Environmental Science and Technology

日 時：2009年12月12・13日　　場 所：中国・上海交通大学

International Symposium on Resource Development in the Ocean
場 所：九州大学筑紫キャンパス 応用力学研究所 ６階
　　  多目的研究交流会議室（601）

日 時：2009年12月3日　　

The 2nd SJTU-KU Joint Workshop on Environment and Energy Issues 
in Relation with Novel Carbon Resource Sciences ─日中セミナー─

場 所：中国・上海交通大学日 時：2009年12月11日　　

場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE 1階 筑紫ホール日 時：2009年6月19日　　

特別講演会　筑豊─アジア未来塾

特別講演会　応用力学研究所　大気環境モデルグループセミナー
場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE 1階 筑紫ホール日 時：2009年6月26日　　

ユビキタス情報化社会を支える光利用有機・高分子化学
第2回国際シンポジウム

場 所：九州大学筑紫キャンパス 
　　  総理工3番講義室（総理工Ｄ‐Ｅ連絡棟1階）

日 時：2009年11月4日　　

場 所：田川市市民会館（中央公民館）日 時：2009年8月29日　　

第2回生活環境シンポ　建築環境と健康維持・増進
場 所：九州エネルギー館 日 時：2009年12月4日　　

第13回ケイ素化学協会シンポジウム
場 所：唐津ロイヤルホテル日 時：2009年10月30・31日　　

「ユビキタス情報化社会を支える光利用有機・高分子化学」プロジェクト
有機金属化学・有機合成化学　学生Workshop

場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE 1階 筑紫ホール日 時：2009年9月28日　　

場 所：九州大学筑紫キャンパス 共通事務棟 3階日 時：2009年10月28・29日　　

場 所：大分県 大丸旅館日 時：2009年5月27～29日　　

2nd G-COE International Workshop on Energy and Environment 
in Chemical Engineering

場 所：九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ 第１２講義室日 時：2009年11月4日　　

場 所：韓国・釜山大学日 時：2009年11月12・13日　　

The 11th Cross Straits Symposium（CSS-11）
on Materials, Energy, and Environmental Sciences 

「元素相乗系化合物の化学」第４回若手国際シンポジウム
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The Fourth International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences:
Environmental Science and Technology

日 時：2009年12月12・13日　　場 所：中国・上海交通大学
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場 所：九州大学筑紫キャンパス 応用力学研究所 ６階
　　  多目的研究交流会議室（601）
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The 2nd SJTU-KU Joint Workshop on Environment and Energy Issues 
in Relation with Novel Carbon Resource Sciences ─日中セミナー─
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場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE 1階 筑紫ホール日 時：2009年6月19日　　
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特別講演会　応用力学研究所　大気環境モデルグループセミナー
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「元素相乗系化合物の化学」第４回若手国際シンポジウム

NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES NEWSLETTER45 4241



新炭素資源学 シンポジウム・ワークショップ・講演会 2009

SYMPOSIUM &
WORKSHOP 2009

地球科学技術に関する国際シンポジウム2009 CINEST
Cooperative International Network for Earth Science and Technology

共催

2009 Sino-Australian Symposium on Advanced Coal 
and Biomass Utilization Technologies

関連講演会（G-COE協賛・後援）

場 所：中国・武漢　East Lake Hotel日 時：2009年12月9～11日　　

Hi-Linkシンポジウム
場 所：九州大学箱崎キャンパス 国際ホール日 時：2009年6月2日　　

第3回稲盛フロンティア研究講演会
場 所：九州大学伊都キャンパス
　　　稲盛財団記念館内 稲盛国際ホール

日 時：2009年11月13日　　

化学への招待　夢・化学-21 ：九州大学筑紫キャンパス─日体験化学教室
場 所：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE日 時：2009年7月25日　　

第137回ＫＡＳＴＥＣセミナー
場 所：九州大学筑紫キャンパス 産学連携センター ３階 研修室日 時：2009年11月27日　　

先導研講演会 :高効率炭素資源変換に向けた反応場設計および触媒反応工学の新展開
場 所：九州大学筑紫キャンパス
　　　先導物質化学研究所 1階 111号室

日 時：2009年11月27日　　

場 所：西新パレス日 時：2009年12月8・9日　　

「エアロゾルの気候影響評価のためのシミュ
レーションモデルの開発」

"Nano-structured Au-sensing Electrodes on 
Single-crystal Zirconia Fabrication and Gas 
Sensing Characteristics" Vladimir PLASH-
NITSA, Perumal ELUMALAI, Yuki FUJIO, Norio 
MIURA

「２元および3元ブロック共重合体の構造と
粘弾性に関する研究」

「シリカガラスへの微細構造形成技術」

「SrAl2O4系応力発光材料に導入された面欠
陥の透過型電子顕微鏡観察」

●受賞
日本エアロゾル学会
奨励賞
（2009/08）
竹村 俊彦

●受賞
第46回
化学関連支部合同
九州大会
Chemistry Award of Foreign
Researcher
（2009/07）
Vladimir V. Plashnitsa

●受賞
2008年度
日本レオロジー学会賞
（2009/08）
高橋 良彰

※鉱山保安表彰は、鉱山保安に関して成績
優秀な鉱山、及び鉱山保安の確保への功
労者を表彰するもの

●受賞
平成21年度
九州地方鉱山保安表彰
（2009/05）
松井 紀久男

●受賞
日本金属学会
第59回金属組織写真賞
奨励賞
（2009/03）
松尾 孟

●受賞
第17回
プラスチック成形加工
学会秋季大会
成形加工シンポジア'09
ベストポスター賞
（2009/11）
池田 弘

「木質バイオマスを全量燃料にするパイロコー
キング技術の開発」

●受賞
第７回
産学官連携功労者表彰
環境大臣賞
（2009/06）
林 潤一郎

●受賞
日本セラミックス協会
第34回学術写真展
優秀賞
（2009/03）
松尾 孟

「応力発光材料SrAl2O4：Eu2+における双晶
界面の高分解能電子顕微鏡観察」

「高保磁力NdFeB焼結磁石の粒界構造解析」

●受賞
九州大学第6回
博士学生交流セミナー
優秀発表賞
（2009/08）
渡邊 奈月

「大気環境モニタリングを目指した固体電気
化学式VOCセンサの提案」

●受賞
電気化学会九州支部
トークシャワーイン九州
優秀研究発表
（2009/09）
佐藤 伴光

"Stabilization of Sensing Characteristics for 
Mixed-Potential Zirconia-Based Hydrocarbon 
Sensor"

●受賞
The 11th Cross Straits Symposium
on Materials, Energy, and
Environmental Sciences
The Best Presentation Award
（Oral presentation）
（2009/11）
藤尾 侑輝

"Effect of Heavy Rare Earth Element Addition 
on Microstructure of NdFeB Sintered Magnets"

●受賞
The 11th Cross Straits Symposium
on Materials, Energy, and
Environmental Sciences
The Best Presentation Award
（Poster presentation）
（2009/11）
渡邊 奈月

"Preparation of Transparent Silica Glass by 
Sintering SiO2 Nano Particles and Its Optical 
Properties"

●受賞
The 22nd International Symposium
on Chemical Engineering
Gold award
（2009/12）
池田 弘

受賞・新聞・雑誌掲載記事
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受賞・新聞・雑誌掲載記事
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●報道掲載
IChemEジャーナルに発表された論
文が、2006-2009年に同ジャーナ
ルに発表された論文において、引用回
数が上位75になりました。
（2009/06）
林 潤一郎
"Gasification of low-rank solid fuels with thermo-
chemical energy recuperation for hydrogen 
production and power generation", J.-I. Hayashi, 
S. Hosokai, N. Sonoyama, Process Safety and 
Environmental Protection, Vol.84, Issue 6 (2006) 
409-419.

●報道掲載
九州大学応用力学研究所の鵜野伊津
志教授らの研究グループは、国立環境
研究所、東京大学海洋研究所等と共同
で、中国の内陸の乾燥域で発生した土
壌起源ダスト（黄砂）が地球を一周以
上輸送されることを、Nature Geosci-
enceに発表しました。この成果は、
Daily Mail、Daily Telegraph、AFP
(France)、Reuters、Times of India
の5誌が記事にする等、世界的に大き
な反響を呼んでいます。
（2009/07）
鵜野 伊津志
"Asian dust transported one full circuit around the 
globe", Itsushi Uno, Kenta Eguchi, Keiya Yumimoto, 
Toshihiko Takemura, Atsushi Shimizu, Mitsuo 
Uematsu, Zhaoyan Liu, Zifa Wang, Yukari Hara & 
Nobuo Sugimoto, Nature Geoscience 2, 557 - 560 
(2009). doi:10.1038/ngeo583
Nature Geoscience の記事：
http://www.nature.com/ngeo/journal/v2/n8/abs/
ngeo583.html

●報道掲載
日経バイオ（ネット版）
2009年7月30日の第18回日本エネ
ルギー学会大会における研究発表のイ
ンタビュー記事が掲載されました。
（2009/08）
熊谷 聡
「水熱反応を用いたモウソウチクからのキシロ
オリゴ糖生産と残渣の燃料化」
熊谷 聡、平島 剛、林 信行

●報道掲載
"Top Cited Authors"
Material Letters(Elsevier)誌にお
いて、impact factor に貢献した最も
引用された論文の1つとして選ばれま
した。
（2009/12）
三浦 則雄
"High performance electrochemical supercapacitor 
from electrochemically synthesized　nanostruc-
tured polyaniline", Vinay Gupta, Norio Miura

●報道掲載
Synfacts（有機合成関係の最近のト
ピックスを紹介する雑誌）に研究論文
が紹介されました。
（2009/06）
野田 大輔
"Role of TMEDA in Iron-Catalyzed Coupling 
Reactions", H. Yamamoto, J. N. Payette, Synfacts 
2009, 7, 751. D. Noda, Y. Sunada, T. Hatakeyama, 
M. Nakamura, H. Nagashima, J. Am. Chem. Soc. 
2009, 131, 6078-6079.

●報道掲載
研究費採択九州大学アカデミックチャ
レンジに採択されました。
（2009/06）
森山 紗好
金属酸化物の固体酸塩基特性に基づいた
フッ素及びホウ素の吸着機構の解明およびそ
の環境工学的応用

●報道掲載
投稿論文掲載の写真が雑誌表紙に採
用されました。
Tissue Engineering Part A
(Vol.15, No.8)
（2009/08）
稲森 雅和
"An Approach for Formation of Vascularized 
Liver Tissue by Endothelial Cell-Covered Hepato-
cyte Spheroid Integration" (Abstract)

●報道掲載

西日本新聞
（2009/11/21）
フクオカ・サイエンスマンス:
G-COE「新炭素資源学」・JCOAL 公開講座

●報道掲載

化学工業日報
（2009/11/19）
山木・岡田研究室

●報道掲載

化学工業日報
（2009/11/24）
山木・岡田研究室

●報道掲載

日本経済新聞
（2009/9/4）
褐炭有効利用に関する
日豪意見交換会

●報道掲載

電気新聞
（2009/9/17）
褐炭有効利用に関する
日豪意見交換会

●報道掲載

西日本新聞
（2009/9/9）
褐炭有効利用に関する
日豪意見交換会

●報道掲載

化学工業日報
（2009/4/23）
山木・岡田研究室

受賞・新聞・雑誌掲載記事
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